
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００１ 項　　目　　名 病院群輪番制事業費補助金

主要な施策 病院群輪番制事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８０(健００１)

【事業の概要】 
　休日の２次及び３次診療体制の充実を図る。 
 
【事業の成果】 
　地域の実情に応じた休日夜間の診療体制を整え、市民サービスの向上に努める。 
　≪事業の内容・実績≫ 
　（内容） 
　　日曜及び祝日等の休日（第２土曜日含む）に市内４病院が順番で、救急車搬送患者や 
　入院治療を必要とする重症救急患者を受け入れる体制を整える。 
　　原則として、初期救急医療施設からの転送患者を受け入れるものとする。 
 
　　・実施病院：市立病院、中央病院、生協病院、赤十字病院が順番で実施する。 
　　・診療時間：休日等の午前８時３０分～翌日の午前８時３０分 
 
　（実績）　※中央病院は補助対象外 
　　平成２２年度実績　　　８，８９３，０００円（日赤、市立、生協） 
　　平成２３年度実績　　　８，５２４，８００円（日赤、市立、生協） 
　　平成２４年度実績　　　８，６６６，８８０円（日赤、市立、生協） 
 
【今後の課題・方向性】 
　引き続き診療体制を整え、市民サービスの向上に努める。　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 8,667 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 8,667 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 8,667 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 8,667 諸収入 0 

計 8,667 その他 0 

（参考） 評価
結果

安心・安全な市民生活のため、引き続き事業継続し、休日の２次～３次医療体制の継続に努める必要がある。
前年度決算額 8,525 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００２ 項　　目　　名 夜間休日急患診療所運営委託費等

主要な施策 夜間休日急患診療所運営委託費等 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914
 【９次総の施策体系】3102
【予算計上の経過】
  予算事業別概要目次　当初予算・Ｐ８０(健００２)
【事業の概要】 
　急患診療所運営従事者損害保険（医師会が加入）の半額負担については平成２３年度　 
より急患診療所小児科薬剤師補助費とともに夜間休日急患診療所運営委託費として一本化 
した。 
【事業の成果】 
　日々、夜間及び日曜、祝日等の休日に、急な診察を必要とする患者が診察を受けられる 
よう、急患診療所の運営を鳥取県東部医師会へ委託し、住民サービスの向上を図る。また 
１次救急患者の受入れ促進を図り、２次および３次救急体制の負担軽減を図る。 
　≪事業の内容・実績≫ 
　（内容）　夜間、休日等における急患診療体制を整備する。 
　・委託先：鳥取県東部医師会 
　・診療科目：内科、小児科 
　・診察時間： 
　　<内科>　　夜間･･･通年（３６５日）　午後７時から午後１０時まで 
　　　　　　　休日･･･日曜日及び祝日並びに１２月３１日から翌年の１月３日 
　　　　　　　　　 午前９時から午後５時まで 
  　<小児科>　夜間･･･毎週水曜日を除く毎日　午後７時から午後１０時まで 
　　　　　　　休日･･･日曜日及び祝日並びに１２月３１日から翌年の１月３日のうちの 
　　　　　　　　　　 当番日　午前９時から午後５時まで 
　・実施場所：鳥取県東部医師会急患診療所　（鳥取市富安１丁目５８番地１） 
　（患者実績） 
　　平成２２年度実績　夜間　６，５０９人　休日　４，６６２人 
　　平成２３年度実績　夜間　７，９２８人　休日　４，９４４人 
　　平成２４年度実績　夜間　８，７８９人　休日　５，９６０人
【今後の課題・方向性】 
　市報、新聞等の広報により利用者は年々増加している。引き続き周知を図っていく。ま 
た平成２５年度からは小児科も全日急患診療所が対応となる。　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 38,497 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 38,497 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 38,495 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 38,495 諸収入 0 

計 38,495 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き事業継続し、夜間及び日曜、祝日等の急患診療体制の継続に努める。小児科診療については、平成２５年度より全日急患
診療所での対応となる。前年度決算額 37,976 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００３ 項　　目　　名 休日急患歯科診療所運営費負担金

主要な施策 休日急患歯科診療所運営負担金 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
【９次総の施策体系】3102 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８１(健００３)
【事業の概要】 
　平成１９年度より県東部広域行政管理組合へ委託業務の事務移管が行われ、委託料等　 
　総額の按分による負担金を東部各市町より東部広域へ支出。 
　按分率は利用実績８：人口２ 
【事業の成果】 
　休日等の歯科診療を充実させ、市民サービスの向上に努める。 
　≪事業内容・実績≫ 
　（内容） 
　　休日等において歯科診療が受けられる体制を整備する。 
　　・委託先　：鳥取県東部歯科医師会 
　　・診療日　：日曜日及び祝日等の休日、盆、１２月２９日から翌年の１月３日 
　　・診療時間：午前１０時から午後４時まで 
　　・診療場所：休日急患歯科診療所（歯科技工専門学校内） 
　　　　　　　　（鳥取市富安２丁目８４番地） 
　（決算額） 
　　平成２２年度実績　　　７，１５７，０００円（負担金（運営費＋機器整備費）） 
　　平成２３年度実績　　　１，３４８，０００円（負担金（運営費）） 
　　平成２４年度実績　　　１，４０４，０００円（負担金（運営費）） 
　（患者実績） 
　　平成２２年度　６８６人（鳥取市　５７０人、市外　１１６人） 
　　平成２３年度　７３９人（鳥取市　６００人、市外　１３９人） 
　　平成２４年度　８５７人（鳥取市　６９７人、市外　１６０人）
【今後の課題・方向性】 
　引き続き、体制の整備に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 1,404 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,404 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,404 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,404 諸収入 0 

計 1,404 その他 0 

（参考） 評価
結果

東部広域で実施すべきと考え、負担を継続する。
前年度決算額 1,348 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００４ 項　　目　　名 小児救急医療支援事業費補助金

主要な施策 小児救急医療支援事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
【９次総の施策体系】3102 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８１(健００４)
【事業の概要】 
　平成２２年度までは、東部医師会急患診療所の小児科処方のため薬剤師人件費の補助費 
を計上していたが、平成２３年度より夜間休日急患診療所運営委託費として一本化して計 
上している。 
【事業の成果】 
　小児救急患者に対する医療体制を整え、市民サービスの向上を図った。 
　≪事業内容・実績≫ 
　（内容）小児救急当番 
　　日曜日：　８：３０から１７：００　　（当番病院）　※補助対象外 
　　　　　　１９：００から２２：００　　（急患診療所）※補助対象外 
　　月曜日：１９：００から２２：００　　（急患診療所）※補助対象外 
　　火曜日：１９：００から２２：００　　（急患診療所）※補助対象外 
　　水曜日：１８：３０から翌日の８：３０（生協病院）　※補助対象（２/３県補助） 
　　木曜日：１９：００から２２：００　　（急患診療所）※補助対象外 
　　金曜日：１９：００から２２：００　　（急患診療所）※補助対象外 
　　土曜日：１９：００から２２：００　　（急患診療所）※補助対象外 
　 
　（実績） 
　平成２２年度実績　　６，６４３，７２０円（小児救急補助金＋薬剤師人件費補助金） 
　平成２３年度実績　　１，３６８，１２０円（小児救急補助金） 
　平成２４年度実績　　１，３４１，８１０円（小児救急補助金） 
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度より小児救急当番が全日急患診療所での対応となるため、補助対象病院は 
なくなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 1,369 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,369 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,342 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 912 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 430 諸収入 0 

計 1,342 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成２５年度より小児救急当番が全日東部医師会急患診療所での対応となるため、補助対象病院はなくなる。急患診療所での対応
が続く間は、補助対象がないため休止状態となる。前年度決算額 1,578 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００５ 項　　目　　名 病院群輪番制病院設備整備事業費

主要な施策 病院群輪番制病院設備整備事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
【９次総の施策体系】3102 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　１２月補正予算・Ｐ１３(健００１)
【事業の概要】 
　二次救急病院（病院群輪番制病院）として一次救急病院（夜間休日急患診療所）からの 
紹介患者、傷病者及び救急患者の診察に対応するためには、医療機器整備は常に点検、更 
新をして一定の高いレベルを保つ必要がある。 
【事業の成果】 
　必要な機器を更新し、救急患者の受け入れ態勢を整備することにより、本市の救急体制 
の充実が図られまた、救急担当医の負担軽減につながる。 
　≪事業内容・実績≫ 
　（内容） 
　・病院群輪番制病院の医療機器新規購入、更新に対して補助金を交付する。 
　・県へ各病院の事業計画書を提出し、国の内示により補助金額が決定する。 
　・補助金の負担区分は国１/３、県１/３、市１/３。 
　・補助金額の上限は１病院につき２１，０００，０００円 
　（実績） 
　平成２２年度実績　　　　　　　　　　３９，８８６，５００円 
　　　　　内訳：鳥取生協病院　　　　　１８，８８６，５００円 
　　　　　　　　鳥取赤十字病院　　　　２１，０００，０００円 
　平成２３年度実績（平成２２年度繰越分）１，３６５，０００円（鳥取生協病院） 
　平成２４年度実績　　　　　　　　　　２５，６２０，０００円 
　　　　　内訳：鳥取生協病院　　　　　１２，８１０，０００円 
　　　　　　　　鳥取赤十字病院　　　　１２，８１０，０００円 
【今後の課題・方向性】 
　引き続き、救急診療体制を整え市民サービスの向上に努める。　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 0 

補正予算額 25,620 

予算流・充用額 0 

最終予算額 25,620 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 25,620 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 17,080 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 8,540 諸収入 0 

計 25,620 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き病院群輪番制病院の診療体制を整え、市民サービスの向上に努める。
前年度決算額 1,365 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健００６ 項　　目　　名 市民健康手帳導入事業費

主要な施策 市民健康手帳導入事業 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８２(健００５)

【事業の概要】 
　市民の健康を守るという、市長マニフェストとして新たな市民健康手帳を導入すること 
とした。 
 
【事業の成果】 
　市民健康手帳の活用により、市民自らの健康管理を促し疾病予防へつなげる。 
　≪事業の内容・実績≫ 
　　（内容）　市民健康手帳を作成し、配布する。 
　　（実績） 
　平成２２年度及び２３年度 
　・相談室・健康手帳部会にて手帳配布対象者、掲載内容等を検討した。 
　平成２４年度　８，０００部作成 
　　　配布内訳　４０歳、６０歳に郵送・・・・・約５，６００部 
　　　　　　　　窓口等に設置し希望者へ配布・・約２，４００部　 
　・今後の手帳の更なる普及の参考に手帳活用モニターを１００人募集し、活用報告書の 
　提出を受けた。 
 
【今後の課題・方向性】 
　・引き続き市民健康手帳の発行を継続し更なる普及に努める。 
　・手帳活用モニターから提出された活用報告書を参考に手帳内容の改善を図る。　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 4,098 

補正予算額 △ 595 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,503 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,173 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 85 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,088 諸収入 0 

計 3,173 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き発行を継続し、健康手帳の活用促進に努める。
前年度決算額 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 368,019 その他 0 

（参考） 評価
結果

がん対策は国を挙げて取り組んでいるところであり、今後も受診率アップに努める。
前年度決算額 339,370 

その他 38,241 0 

一般財源 310,648 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 19,130 0 

地方債 0 0 

最終予算額 370,018 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 368,019 38,241 

健康対策費

当初予算額 361,021 

補正予算額 8,997 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】総合健診係　0857-20-0320  
【９次総の施策体系】3102 
 【予算計上の経過】予算事業別概要目次　当初予算：Ｐ８２（健００６）
【事業の概要】 
　健康増進法に基づき各種健診を実施し、健康意識の高揚、生活習慣改善・疾病の早期発 
見・早期治療を図る。
 
【事業の成果】
　24年度実績　　　　　 　受診者　　 受診率　　 　（対前年比）
　　胃がん検診　　　　　15,329人　　26.7％　　（1.0％：885人増）
　　肺がん検診　　　　　16,917人　　29.5％　　（0.8％：819人増）
　　大腸がん検診　　　　16,619人　　28.9％　　（0.8％：847人増）
　　子宮がん検診　　　　 8,558人　　28.6％　　（2.4％：601人増）
　　乳がん検診　　　　　 5,158人　　26.5％　　（0.3％： 66人増）
　　肝炎ウイルス検査　　 1,997人      -        ( - ％：266人増）
 　　高齢者健康診査　　　 5,006人　　20.1％　　（0.8％：363人増）

　・休日検診の充実や、５０代６０代の節目年齢対象者に対するコールリコール、特定 
　　年齢の無料クーポン券事業の実施、ＣＡＴＶやラジオでの広報等により、すべての 
　　がん検診において、受診者数及び受診率が向上した。 
　・未受診者に対する受診促進により、初回受診者が増加した。 
　・がん検診の精密検査受診勧奨の徹底により、精密検査受診率が向上した。 
 
【今後の課題・方向性】 
　国及び県は第２期がん対策推進計画を策定し、がん対策をより一層推進することとし　 
ており、本市においても、その柱となる「がんの早期発見」に向けて、さらなる対策を　 
強化する必要がある。また、働く世代ががんに罹患し社会に与える影響が大きいことか
ら、特に働く世代のがん検診受診率を向上させるための対策が重要である。 
　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００７ 項　　目　　名 健康診査費

主要な施策 健康増進事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,528 その他 0 

（参考） 評価
結果

寝たきりの原因となる骨粗しょう症の予防のため、引き続き実施していく。
前年度決算額 2,336 

その他 325 0 

一般財源 1,946 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 257 0 

地方債 0 0 

最終予算額 2,750 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,528 325 

健康対策費

当初予算額 2,750 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】総合健診係　0857-20-0320 
 
【９次総の施策体系】3102 

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　当初予算：Ｐ８３（健００７）
 
【事業の概要】 
１　健康増進法第19条の2に基づく健康増進事業（平成7年度より実施） 
２　寝たきりの主な原因のひとつである骨折予防のため、25歳以上の女性に対して、骨粗 
　　しょう症予防検診（骨量測定）を実施し、適切な治療や食生活改善等を指導し、健康 
　　長寿を実現するために実施するもの。 
 
【事業の成果】
　実績
　　２２年度　　　１，３８９人受診
　　２３年度　　　１，３８３人受診 
　　２４年度　　　１，４７２人受診 
 
【今後の課題・方向性】 
　低年齢からのダイエット志向、食生活の偏り等により、若い人にも骨密度の低い者が　 
あり、若年者からの検診を推進していくよう啓発が必要である。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００８ 項　　目　　名 骨粗しょう症予防対策事業費

主要な施策 骨粗しょう症予防対策事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 435 その他 0 

（参考） 評価
結果

脳動脈瘤の早期発見早期治療のため、今後も事業の効果検証しながら実施していく。
前年度決算額 378 

その他 0 0 

一般財源 435 諸収入 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

最終予算額 638 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 435 0 

健康対策費

当初予算額 1,471 

補正予算額 △ 833 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】総合健診係　0857-20-0320 
 
【９次総の施策体系】3101

【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次　当初予算：Ｐ８３（健００８）

 
【事業の概要】 
　中高年齢層に発症するくも膜下出血や脳出血等の原因となる脳動脈瘤を早期に発見し、 
発症予防に役立てるために、４０歳から７０歳までの節目年齢の人（健康保険被扶養者　 
等）に実施する検診。 
 
【事業の成果】 
　実績 
　　２２年度　　４７人受診
　　２３年度　　２８人受診 
　　２４年度　　３１人受診 
　 
【今後の取り組み】 
　脳ドックの検査意義を浸透させていく必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

健００９ 項　　目　　名 脳ドック検診事業費

主要な施策 脳ドック検診事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１０ 項　　目　　名 ＡＥＤ維持管理事業費

主要な施策 ＡＥＤ維持管理事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
 【９次総の施策体系】3102 
 【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８４(健００９)
【事業の概要】 
　平成２０年１月に「鳥取市ＡＥＤ導入推進方針」を策定して導入推進した。 
　平成２４年１０月３１日現在、施設の独自導入分を含め２４３台のＡＥＤが鳥取市の 
２４０施設に設置済み。 
 【事業の成果】 
　本市の公共施設の利用者が心筋梗塞や不整脈など突発的な心臓発作を起こされた場合、 
現場で適切な処理を施して救急医療に引き継ぐことで、市民の尊い命を守る必要がある。 
このため、計画的に公共施設にＡＥＤ（自動体外式除細動器）を整備して、市民の安全安 
心を確保する。 
　≪事業の内容・実績≫ 
　（内容） 
　　導入計画に沿って整備したＡＥＤについて、使用済みのパッドまたはバッテリー、パ 
　　ッド及びＡＥＤ本体自体の耐用年数経過になるＡＥＤについて交換・補充をする。 
　（実績）　　　　　　　　　　 
　　平成２２年度･･･新規４５台（保育園、児童館等）リース 
　　平成２３年度･･･本体使用期限切れ分１３台(本庁舎、各総合支所等)をリースに切替 
　　平成２４年度･･･新規２台、本体期限切れ５台をリースで導入及び機器更新 
 【今後の課題・方向性】 
　導入済みのＡＥＤの消耗品（電極パッド等）の交換等を適切に行い、使用時に正しく稼 
働するように維持管理を行っていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 11,915 

補正予算額 △ 1,282 

予算流・充用額 0 

最終予算額 10,633 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 10,083 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 10,083 諸収入 0 

計 10,083 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き消耗品交換等を行い、維持管理していく。また、市有施設の屋内設置のため、夜間や休日に使用できない等の要望もあ
り、屋外設置の検討を開始することとする。前年度決算額 5,773 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１１ 項　　目　　名 市立病院事業会計へ繰出

主要な施策 市立病院事業会計へ繰出 ページ 33 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
保健医療福祉連携課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】連携係　0857-20-3914 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８４(健０１０)

【事業の概要】 
　鳥取市病院事業会計へ繰出 
 
【事業の成果】 
　地方公営企業繰出基準（総務副大臣通知）に基づき、開設者が負担すべき経費を繰出し 
、経営基盤の強化を図る。 
　≪事業の内容・実績≫ 
　　平成２２年度実績　　　　１，３１６，６１４，０００円 
　　平成２３年度実績　　　　１，４３４，４１８，０００円 
　　平成２４年度実績　　　　１，２９５，３９７，０００円 
 
【今後の課題・方向性】 
　地方公営企業法等に定める経営に関する基本原則を堅持しながら経営の健全化を促進し 
ていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 他会計繰出

目 市立病院事業会計へ繰出

当初予算額 1,345,089 

補正予算額 △ 44,401 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,300,688 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,293,427 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,276 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,291,151 諸収入 0 

計 1,293,427 その他 0 

（参考） 評価
結果

地方公営企業繰出基準（総務副大臣通知）に基づき、今後も開設者が負担すべき経費を繰出ししていく。
前年度決算額 1,434,418 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１２ 項　　目　　名 児童扶養手当費

主要な施策 児童扶養手当費 ページ 29 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８５(健０１１)
 
【事業の概要】 
　父親又は母親のいないひとり親家庭に手当てを支給することで、その自立を扶助し、児 
童福祉の増進を図る。平成２２年度より父子家庭も対象となった。 
 
【事業の成果】 
　18歳未満の子を養育する父、母又は養育者に対して手当てを支給。 
　全部支給　月額41,430円、一部支給　月額9,780円～41,420円 
　子二人目は5,000円加算、三人目以降3,000円加算　 
　※所得制限あり 
　　　　　受給者数　　支給額 
　22年度　1,829人　　801,705千円 
　23年度　1,852人　　874,426千円 
　24年度　1,970人 　 876,651千円 
 
【事業の課題・方向性】 
　国の基準に準じて継続して実施する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 児童福祉総務費

当初予算額 875,149 

補正予算額 2,277 

予算流・充用額 0 

最終予算額 877,426 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 877,174 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 291,746 0 

地方債 0 0 

その他 1,229 0 

一般財源 584,199 諸収入 1,229 

計 877,174 その他 0 

（参考） 評価
結果

国の基準に準じて継続実施する。
前年度決算額 875,127 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１３ 項　　目　　名 情緒障害児短期治療施設整備費補助金

主要な施策 情緒障害児短期治療施設整備費補助金 ページ 29 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】企画係　0857-20-3466 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　６月補正予算・Ｐ７(健００１)

【事業の概要】 
　社会福祉法人鳥取こども学園が設置する「情緒障害児短期治療施設希望館」の教育棟の 
施設整備（増改築）に対して補助を行った。 
　法人への県補助額の1/2を直接補助し、法人の負担軽減を図った。 
 
【事業の成果】 
　整備の内容　増築（増築部分の床面積　163.8㎡：２階建） 
　総事業費　　３６，９６０千円 
　　　　　　　財源内訳　　国庫補助額　　　９，９４１千円 
　　　　　　　　　　　　　鳥取県補助額　　４，９７０千円  
　　　　　　　　　　　　　鳥取市補助額　　２，４８５千円（県補助額の1/2） 
　　　　　　　　　　　　　法人負担額　　１９，５６４千円 
　　　　　　　　　 
【今後の課題・方向性】 
　施設整備完了に伴い、２４年度で事業終了。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 児童福祉総務費

当初予算額 0 

補正予算額 2,485 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,485 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,485 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,485 諸収入 0 

計 2,485 その他 0 

（参考） 評価
結果

施設整備完了に伴い、２４年度で事業終了。
前年度決算額 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１４ 項　　目　　名 子どものための手当費

主要な施策 子どものための手当費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８５(健０１２)

【事業の概要】 
　平成24年4月より従前の「子ども手当」に代わり制度開始したもの。 
　児童を養育している人に手当を支給することにより、各家庭における子育て費用の負担 
軽減を図り、もって児童の健全育成につなげる。 
　対象：中学校修了前の児童　　支給対象者23,835人(24年度実績)　 
　金額：３歳未満の子ども1人あたり月額15,000円、３歳以上小学校修了までの子ども1人 
　　　　あたり月額10,000円（第1子・2子）、３歳以上小学校修了までの子ども1人あた 
　　　　り月額15,000円（第3子以降）、中学生の子ども1人あたり月額10,000円 
　　　　支給総額3,149,985千円（扶助費）
　
【事業の成果】 
　子どもを養育している人に手当を支給することにより、各家庭における子育て費用の　 
負担軽減を図ることができ、子どもの健全育成に繋げることができた。 
 
【今後の課題・方向性】 
　制度に沿った支援を継続的に行い、子どもの健全育成に繋げる。 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 児童福祉総務費

当初予算額 3,167,587 

補正予算額 5,991 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,173,578 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,168,516 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,731,781 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 436,735 諸収入 0 

計 3,168,516 その他 0 

（参考） 評価
結果

制度に沿った支援を継続的に行い、子どもの健全育成に繋げる。
前年度決算額 3,517,531 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１５ 項　　目　　名 母子家庭自立支援給付金事業費

主要な施策 母子家庭自立支援給付金事業費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８６(健０１３)

【事業の概要】 
　母子家庭において就職に有利な資格を取得するには期間がかかり、その間の生活費の　 
不安から資格取得に動けない現状があるため、高等職業訓練促進費として、看護士、介　 
護福祉士等の国家資格取得のため養成機関に2年以上在籍する者に給付金を支給する。 
 
【事業の成果】 
　就職に有利で、かつ生活の安定につながる看護士、介護福祉士等国家資格取得養成機　 
関在籍中、給付金を支給することにより、経済的な負担の軽減により資格取得に打ち込　 
めるよう支援することができた。[ 22年度：12名　23年度：22名　24年度：22名]
 
【今後の課題・方向性】 
　就職に有利な資格を取得する期間の経済的な負担の軽減により、資格取得に打込める　 
ことが可能になる。職業能力開発の講座受講料の助成と併せて継続的な取組みを行う。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 母子福祉費

当初予算額 36,056 

補正予算額 △ 8,147 

予算流・充用額 0 

最終予算額 27,909 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 27,909 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 20,931 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 6,978 諸収入 0 

計 27,909 その他 0 

（参考） 評価
結果

就職に有利な資格を取得する期間の経済的な負担の軽減により、資格取得に打ち込めることが可能になる。職業能力開発の講座受
講料の助成と併せて継続的な取組みを行う。前年度決算額 29,885 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１６ 項　　目　　名 市立保育園運営費

主要な施策 市立保育園運営費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係　0857-20-3461 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８６(健０１４)

【事業の概要】 
　市立保育園３０園の光熱水費など施設管理費、給食費、臨時保育士等の人件費などの 経
費。 
（主な経費）光熱水費69,835千円　給食費196,671千円　臨時職員賃金521,716千円など
　
【事業の成果】 
　保育業務による子育て支援の充実が図れた。 
　市立保育園の円滑な運営と環境の充実が図れた。 
 
【今後の課題・方向性】 
　市立保育園の運営に要する経費の支出であり今後とも継続する必要がある。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 1,013,381 

補正予算額 △ 2,818 

予算流・充用額 △ 1,943 

最終予算額 1,008,620 その他財源の内訳

分担金 0 

2,095 

本年度決算額 963,195 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 78,403 117 

地方債 0 0 

その他 41,038 0 

一般財源 843,754 諸収入 38,826 

計 963,195 その他 0 

（参考） 評価
結果

市立保育園の運営に要する経費の支出であり今後とも継続する必要がある。
前年度決算額 968,151 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１７ 項　　目　　名 市立保育園特別保育事業費

主要な施策 市立保育園運営費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８７(健０１５)

【事業の概要】 
　保護者の勤務時間の多様化により、保育時間の延長、休日保育の要望に応える。 
　　・延長保育：通常18時までの預かり時間を最長19時半まで延長するもの。　 
　　・一時預り：保護者の都合等で非入園児童の預かりを一日単位で行なうもの。 
 
　　　延長保育・・・１７園（美保、杉の子、みたから、富桑、倉田、白兎、城北、千代 
　　　　　　　　　　　　　　、さつき、みやこ、河原、福部、大村、ひかり、浜村、 
　　　　　　　　　　　　　　こじか、すくすく） 
　　　一時預り・・・　５園（河原、大村、ひかり、こじか、すくすく） 
　　　休日保育・・・千代保育園 
 　（利用実績）延長保育：延21,675人　一時保育：延1,047人　休日保育：延361人

【事業の成果】 
　利用者の要望に応えた保育業務を実施することで、仕事と子育ての両立を支援し、安　 
心して子育てができる環境の充実を図ることができた。 
 
【今後の課題・方向性】 
　保護者の仕事と子育ての両立を支援し、安心して子育てができる環境を提供するため　 
今後も継続する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 88,868 

補正予算額 2,270 

予算流・充用額 0 

最終予算額 91,138 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 89,790 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 11,692 0 

地方債 0 0 

その他 7,438 0 

一般財源 70,660 諸収入 7,438 

計 89,790 その他 0 

（参考） 評価
結果

保護者の仕事と子育ての両立を支援し、安心して子育てができる環境を提供するため今後も継続する。
前年度決算額 83,082 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１８ 項　　目　　名 新しい公共支援事業費

主要な施策 市立保育園運営費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８７(健０１６)

【事業の概要】 
　内閣府の新しい公共支援事業（新しい公共の場づくりのためのモデル事業）補助を利用 
し、「非施設型病児・病後児保育システム事業」の支援を行う。 
※この事業は、多様な担い手が新しい公共として地域課題を解決するための、取組のモデ
ルとなる事業を支援するものである。
 
【事業の成果】 
　システムを構築するうえで必要な保育士（レスキュー隊員）の教育訓練や研修の実施、
また利用しやすい料金など、システムづくりのための調査研究により、子育て負担感が高
まる病児病後児における子育て支援の拡充と、働きながら安心して子育てが出来る体制づ
くりをはかった。　　　　　　　　　　 
利用者実績：会員数８名　利用日数７日
 委託先：ＮＰＯ法人ＫＩＲＡＬＩ
　
【今後の課題・方向性】 
　平成24年度で本事業を終了し、25年度より鳥取市病児・病後児保育事業に移行する。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 4,180 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 4,180 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,180 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 4,180 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 4,180 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成24年度で本事業を終了し、25年度より鳥取市病児・病後児保育事業に移行する。
前年度決算額 4,820 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０１９ 項　　目　　名 私立保育園運営費

主要な施策 私立保育園運営費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８８(健０１７)

【事業の概要】 
　私立保育園は国の基準に基づいて運営費が定められており、入所児童数に応じた運営費
用を 支払うもの。 
 　　　平成22年度　園児数：2,037人　委託料1,642,227千円　11箇所
　　　平成23年度　園児数：2,480人　委託料2,004,617千円　14箇所
　　　平成24年度　園児数：2,652人　委託料2,167,154千円　16箇所
　
【事業の成果】 
　私立保育園の安定的な運営が確保され、入所児童の環境向上が図られた。 
　在園児童数、特別保育事業に基づく委託料の支払い。 
　　　　　　　特別保育事業・・・障がい児保育、乳児保育、延長保育等 
 
【今後の課題・方向性】 
　国が定める制度に基づき継続する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 2,306,281 

補正予算額 △ 53,470 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,252,811 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,186,456 464,972 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,093,797 0 

地方債 0 0 

その他 464,972 0 

一般財源 627,687 諸収入 0 

計 2,186,456 その他 0 

（参考） 評価
結果

国が定める制度に基づき継続する。
前年度決算額 2,026,173 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２０ 項　　目　　名 私立保育園運営費助成費

主要な施策 私立保育園運営施設助成費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８８(健０１８)

【事業の概要】 
　社会福祉法人及び学校法人が運営する認可保育園・認定こども園に対し、経営安定化を 
目的とし運営費を助成する。 
　（補助内容）①施設割・・・１施設　850,000円（認定子ども園425,000円） 
　　　　　　　②職員割・・・正職員１人当たり　100,000円 
 
【事業の成果】 
　本補助金交付により、保育所を設置運営する社会福祉法人等の経営安定化が図られ、ま
た 保育環境の向上と利用児童の処遇の向上にも繋がった。 
　交付団体：６社会福祉法人と３認定こども園 
 
【今後の課題・方向性】 
　保育園運営に必要な事業であり、今後も継続して取組む。 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 44,225 

補正予算額 △ 3,047 

予算流・充用額 25 

最終予算額 41,203 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 41,203 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 41,203 諸収入 0 

計 41,203 その他 0 

（参考） 評価
結果

保育園運営に必要な事業であり、今後も継続して取組む。

前年度決算額 37,907 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２１ 項　　目　　名 大正保育園改築事業費

主要な施策 保育園施設整備費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】企画係　0857-20-3466 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８９(健０１９)

【事業の概要】 
　大正保育園は老朽化が著しく、市民が求める保育環境が整わなくなったことから、現地
から通勤ルートの要衝かつ変更が許容でき る場所に移転改築し、併せて施設収容力を拡大
し保育需要に応えるとともに 保育環境の充実を図った。 
　・平成23年度　用地造成及び建築設計の実施 
 　・平成24年度　建築本体工事及び外構工事の実施
　・平成25年度　新大正保育園開園（指定管理者制度による運営開始）
　
【事業の成果】 
　・工事名：大正保育園舎新築工事 
　・場　所：鳥取市徳尾１３４番１ 
　・構　造：木造平屋建て 
　・施設床面積：1,243㎡　（敷地面積：3,996㎡）　 
　・施設定員：130名 
　 
【今後の課題・方向性】 
　指定管理者制度により社会福祉法人さとに会に運営委託。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 400,152 

補正予算額 △ 1,358 

予算流・充用額 0 

最終予算額 398,794 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 393,890 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 363,200 0 

その他 0 0 

一般財源 30,690 諸収入 0 

計 393,890 その他 0 

（参考） 評価
結果

指定管理者制度により社会福祉法人さとに会に運営委託。
前年度決算額 53,663 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２２ 項　　目　　名 保育園耐震改修等事業費

主要な施策 保育園施設整備費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】企画係　0857-20-3466 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ８９(健０２０)、９月補正予算・Ｐ１４（健００１）

【事業の概要】 
　平成21年度の耐震診断の結果、耐震性の低い保育園が数園確認され、早期の改修が求め 
られている。このため、年次計画により耐震改修を行い、安全で安心な保育環境の整備を 
行う。 
　また、施設収容力を拡大することにより鳥取市全体の保育需要への対策を図る。　 
 　　（Ｈ24）
　　・白兎保育園[定員120人]　基本設計及び実施設計　用地の一部購入（226㎡）
　　・美和保育園[定員110人]　基本設計及び実施設計
　
【事業の成果】 
　白兎保育園・美和保育園の基本設計及び実施設 計、調査等を実施。 
　白兎保育園改築事業用地の一部を取得。　 
　
【今後の課題・方向性】 
　計画的に耐震改修を進め利用者の安心安全を確保する。 
　　平成25年度　白兎・美和保育園建築工事の実施 
　　　　　　　　賀露・富桑保育園基本設計及び実施設計の実施 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 52,373 

補正予算額 9,884 

予算流・充用額 0 

最終予算額 62,257 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 51,531 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 39,800 0 

その他 0 0 

一般財源 11,731 諸収入 0 

計 51,531 その他 0 

（参考） 評価
結果

計画的に耐震改修を進め、利用者の安心安全を確保する。
前年度決算額 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２３ 項　　目　　名 佐治地域保育園施設整備費

主要な施策 保育園施設整備費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】企画係　0857-20-3466 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　１２月補正予算・Ｐ１４(健００３)

【事業の概要】 
　現在のひまわり保育園、ふたば保育園の２園を統合し、佐治中学校跡地に新園舎を建設
することで保 育環境とサービスの充実を図るものである。 
 
【事業の成果】 
　平成24年度　設計業務の実施　 
　・予定地　　　　鳥取市佐治町古市　地内　　敷地面積２，１１３．６３㎡ 
　・施設予定面積　５８２．８０㎡ 
 　・施設規模　　　受入定員６０名

　
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度中に建築工事を完了し、早期に２園の統合を行う。
　≪スケジュール≫
　平成２５年度　建築工事　　　　　　　　　　 
　平成２６年度　新保育園開園
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 0 

補正予算額 19,415 

予算流・充用額 0 

最終予算額 19,415 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,936 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 4,936 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 4,936 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成２５年度中に建築工事を完了し、早期に２園の統合を行う。
前年度決算額 0 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２４ 項　　目　　名 保育園園庭芝生化事業費

主要な施策 保育園施設整備費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】管理係　0857-20-3461 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ９０(健０２１)

【事業の概要】 
　「鳥取方式」での保護者会との協働のもと園庭を芝生化 し、外遊び増加による体力向上
や緑による情操安定等を図るものである。
 
【事業の成果】 
　22年度　８園実施
　23年度　５園実施 
　24年度　１園実施（浜村保育園）
　
【今後の課題・方向性】 
　第9次総合計画で市内保育園の芝生化実施率を平成25年度までに80％、平成27年度までに
9 0％にする目標を掲げている。今後も年次的に芝生化を進める 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 7,195 

補正予算額 △ 4,220 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,975 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,950 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,950 諸収入 0 

計 2,950 その他 0 

（参考） 評価
結果

9次総合計画で市内保育園の芝生化実施率を平成25年度までに80％、平成27年度までに90％にする目標を掲げている。今後も年次
的に芝生化を進める前年度決算額 8,395 

-101-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２５ 項　　目　　名 病児・病後児保育事業費

主要な施策 病児・病後児保育事業費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ９０(健０２２)

【事業の概要】 
　児童が病気回復期で集団保育ができない場合に、病児・病後児保育事業を医療機関・　 
保育園の５施設で実施。 
　○医療機関・・・せいきょう子どもクリニック、鳥取市立病院 
　○保育園・・・・散岐保育園、ひかり保育園、すくすく保育園 
 
【事業の成果】 
　病気回復期で集団保育が出来ない児童を通常保育とは別の専用施設で預かる（保育す　 
る）ことにより、児童の健全育成と親の子育てと仕事との両立支援が図られた。 
 　　Ｈ22年度：1,343人　　Ｈ23年度：1,419人　　Ｈ24年度：1,581人

【今後の課題・方向性】 
　子育て支援に必要な事業であり、継続して取組む。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 保育所費

当初予算額 30,203 

補正予算額 5,255 

予算流・充用額 225 

最終予算額 35,683 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 35,245 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 20,178 0 

地方債 0 0 

その他 539 0 

一般財源 14,528 諸収入 539 

計 35,245 その他 0 

（参考） 評価
結果

子育て支援に必要な事業であり、継続して取組む。
前年度決算額 29,321 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２６ 項　　目　　名 母子生活支援施設運営費

主要な施策 母子生活支援施設運営費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　１２月補正予算・Ｐ１４(健００４)

【事業の概要】 
　離婚、ＤＶ等事情のある母子家庭の自立を支援するため、安全で安心して暮らせる住居 
が必要であり、そのため、鳥取市母子生活支援施設「つくし」を設置し、運営を（社福） 
鳥取福祉会に指定管理委託する。 
 
【事業の成果】 
　１８歳までの児童を養育或いはＤＶ等特別な事情のある母子家庭に住居を提供すること 
で、当該家庭が精神的にも経済的にも自立できるよう支援を図ることができた。 
　・鳥取市母子生活支援施設「つくし」の運営･･･20世帯入居可能 
　　　２４年度入居世帯数　２４世帯 （年間総数）
 
【今後の課題・方向性】 
　入居・支援を必要とする母子家庭のため運営を続ける。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 母子生活支援施設費

当初予算額 60,295 

補正予算額 6,161 

予算流・充用額 0 

最終予算額 66,456 その他財源の内訳

分担金 0 

235 

本年度決算額 66,426 28 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 29,363 0 

地方債 0 0 

その他 14,068 0 

一般財源 22,995 諸収入 13,805 

計 66,426 その他 0 

（参考） 評価
結果

母子家庭やＤＶ等特別な事情のある家庭が自立を目指すために、安全で安心して暮らせる施設を提供するため継続して維持する必
要がある。前年度決算額 58,403 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２７ 項　　目　　名 広域入所措置費

主要な施策 広域入所措置費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　１２月補正予算・Ｐ１５(健００５)

【事業の概要】 
　ＤＶなどの被害から避難する母子（鳥取市民）に対し、安全安心のため市外の母子生活 
支援施設への入居措置を行うものである。 
 
【事業の成果】 
　１８歳までの児童を養育或いはＤＶ等特別な事情のある母子家庭に対し住居を提供する
こと で、当該家庭が精神的にも経済的にも自立できるよう支援した。 
　２４年度実績　１３世帯（入所者３４人） 
 
【今後の課題・方向性】 
　安心して自立を目指す母子家庭のため継続して支援を実施する。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 母子生活支援施設費

当初予算額 26,203 

補正予算額 9,209 

予算流・充用額 0 

最終予算額 35,412 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 32,985 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 24,419 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 8,566 諸収入 0 

計 32,985 その他 0 

（参考） 評価
結果

安心して自立を目指す母子家庭のため継続して支援を実施する。
前年度決算額 25,718 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２８ 項　　目　　名 助産施設措置費

主要な施策 助産施設措置費 ページ 30 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】育成係　0857-20-3465 
 
【９次総の施策体系】1101 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　１２月補正予算・Ｐ１５(健００６)

【事業の概要】 
　入院の必要があるにもかかわらす経済的問題から、入院出産をすることができない妊婦 
を支援する施策が必要であり、助産施設（鳥取市立病院）で出産したと きの医療費を請求
により助産施設に支払うもの。（所得に応じて本人負担有り） 
 
【事業の成果】 
　入院費用を措置することにより、胎児、母体の安全を確保し安心して出産できるよう支
援した。 
　助産施設：鳥取市立病院
　　２３年度出産件数　　８件　 
 　　２４年度出産件数　１２件

【今後の課題・方向性】 
　経済的に入院出産できない妊婦を支援するため、継続して実施する。 
 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目 助産施設費

当初予算額 1,706 

補正予算額 2,995 

予算流・充用額 0 

最終予算額 4,701 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,243 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,503 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 740 諸収入 0 

計 4,243 その他 0 

（参考） 評価
結果

経済的に入院出産できない妊婦を支援するため、継続して実施する。
前年度決算額 2,588 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０２９ 項　　目　　名 私立幼稚園就園奨励費補助金

主要な施策 私立幼稚園就園奨励費補助金 ページ 41 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ９１(健０２３)

【事業の概要】 
　私立幼稚園への就園を促進するため、私立幼稚園の入園料・保育料の一部について、　 
市民税所得割の区分に応じて減免し、保護者の経済的負担の軽減するめ、幼稚園に対し　 
補助金を交付する。 
 
【事業の成果】 
　保護者の経済的負担を軽減することで、幼稚園入園を促され、子どもが幼稚園での集　 
団生活の経験による社会性の発達や、教育を受けることによる資質向上などが図れるよう
支援を実施した。 
　Ｈ23年度：1,222人　　 Ｈ24年度：1109人

【今後の課題・方向性】 
　子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施する。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 教育費

項 教育総務費

目 私立学校振興費

当初予算額 103,783 

補正予算額 △ 14,924 

予算流・充用額 0 

最終予算額 88,859 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 88,479 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 20,355 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 68,124 諸収入 0 

計 88,479 その他 0 

（参考） 評価
結果

子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施する。
前年度決算額 99,488 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３０ 項　　目　　名 私立幼稚園運営費補助金

主要な施策 私立幼稚園運営費補助金 ページ 41 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ９１(健０２４)

【事業の概要】 
　私立幼稚園の環境の向上充実を支援するため運営費を補助する。 
　　（補助内容） 
　　　①均等割・・・・・・補助算定額の35％ 
　　　②園児数割・・・・・補助算定額の55％ 
　　　③子育て支援割り・・補助算定額の10％ 
　　　　　　　　　　　　　＋２歳児受入実施園に対し1人あたり30千円 
　　　　　　　　　　　　（※補助算定額＝予算額－２歳児受入補助額） 
 
【事業の成果】 
　運営費の補助により、人件費等が運営経費に占める割合が低くなることで、幼児教育環 
境の整備・向上が促がされた。 
　また２歳児の受入れを補助することにより、保育園の待機児童の解消となる。 
　・２４年度　私立幼稚園１２園 
 
【今後の課題・方向性】 
　幼稚園運営に必要な事業であり、今後も継続して取組む。 
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 教育費

項 教育総務費

目 私立学校振興費

当初予算額 61,902 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 61,902 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 61,902 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 61,902 諸収入 0 

計 61,902 その他 0 

（参考） 評価
結果

幼稚園運営に必要な事業であり、今後も継続して取組む。
前年度決算額 61,902 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３１ 項　　目　　名 私立幼稚園第３子保育料軽減子育て支援事業費補助金

主要な施策 私立幼稚園第３子保育料軽減子育て支援事業費補助金 ページ 41 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
児童家庭課年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】保育係　0857-20-3464 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
  　当初予算・Ｐ９２(健０２５)

【事業の概要】 
　市内に在住し、私立幼稚園に在園する同一世帯の第3子以降に係る保育料を軽減する。 
　保護者が幼稚園に支払う保育料から「同時在園保育料軽減」及び「就園奨励費補助金」 
を控除した額（補助対象経費）に4分の1を乗じて得た額を交付するもの。 
 
【事業の成果】 
　多子世帯の幼稚園保育料を軽減することにより、経済的負担の軽減及び子育てしやすい 
環境づくりを促進した。 
　　２３年度補助実績　２１５人 
 　　２４年度補助実績　２０４人

【今後の課題・方向性】 
　子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施するものである。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 教育費

項 教育総務費

目 私立学校振興費

当初予算額 8,860 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 8,860 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 8,210 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 8,210 諸収入 0 

計 8,210 その他 0 

（参考） 評価
結果

子育てしやすい環境促進のため継続して事業実施するものである。
前年度決算額 8,551 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３２ 項　　目　　名 公衆浴場確保対策補助金

主要な施策 公衆浴場運営補助金 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 
 
【９次総の施策体系】3201 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９２（健０２６）、９月補正予算・Ｐ１４（健００２）

【事業の概要】 
　自宅に風呂を所有していない方や、自宅の風呂の管理が困難な高齢者等にとって、一般 
公衆浴場は日常の保健衛生の確保のために必要不可欠な施設である。この入浴料金は利用 
者にとって低廉な料金となるよう、物価統制令（昭和２１年３月３日勅令第１１８号）に 
よる統制額の指定がされており、このため公衆浴場は経営的な制約を受けている。この公 
衆浴場の運営費・施設整備費及び原油価格高騰対策として燃料費の上乗せ補助を県・市で
行うことにより、公衆浴場の経営の安定を図り、市民の公衆衛生基盤を安定的 に確保す
る。 
　対象施設：４浴場（木島温泉、宝温泉、(有)日ノ丸温泉、(合)元湯温泉）
 
【事業の成果】 
　公衆浴場の経営の安定を図り、地域住民の公衆衛生基盤を安定的に確保することができ
た。 
　平成２２年度決算額　２，６３６，０００円 
 　平成２３年度決算額　３，１３２，０００円
　平成２４年度決算額　２，３０７，１７８円

【今後の課題・方向性】 
　公衆浴場の経営の安定を図り、市民の公衆衛生基盤を安定的に確保するため、今後とも 
運営費等への助成を継続していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 2,172 

補正予算額 312 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,484 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,307 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,067 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,240 諸収入 0 

計 2,307 その他 0 

（参考） 評価
結果

公衆浴場の経営の安定を図り、市民の公衆衛生基盤を安定的に確保するため、今後とも運営費等への助成を継続していく。
前年度決算額 3,132 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３３ 項　　目　　名 施設管理費

主要な施策 施設管理費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　９月補正予算・Ｐ１５（健００３）

【事業の概要】 
　市民の健康づくりの推進及び自主的な保健活動の振興に資するため、国府・用瀬・佐治 
・気高・鹿野・青谷地区に保健センターを設置している。 
 
【事業の成果】 
　各地区保健センターの適切な維持管理をすることにより、保健事業のスムーズな運営を 
行った。 
 　平成２２年度決算額　５７，０１２，１３７円
　平成２３年度決算額　５２，７５０，１０９円
　平成２４年度決算額　５３，８７２，０２７円

【今後の課題・方向性】 
　平成２５年４月から国府町、東中校区、桜ヶ丘中校区を対象とした鳥取東健康福祉セン 
ターを新設したことにより、保健事業が更にスムーズに運営できるよう努めるとともに、 
効率化を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 51,595 

補正予算額 2,893 

予算流・充用額 0 

最終予算額 54,488 その他財源の内訳

分担金 0 

1,016 

本年度決算額 53,872 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 21,858 0 

一般財源 32,014 諸収入 20,842 

計 53,872 その他 0 

（参考） 評価
結果

保健事業が更にスムーズに運営できるよう努めるとともに、効率化やコスト削減を図る。
前年度決算額 52,750 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３４ 項　　目　　名 （仮称）鳥取東地域保健センター設置準備費

主要な施策 施設管理費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 
 
【９次総の施策体系】3101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　９月補正予算・Ｐ１５（健００４）

【事業の概要】 
　中央保健センターの一部を移転し、国府町、東中校区、桜ヶ丘中校区を対象とした鳥取 
東健康福祉センターを開設する。 
 
【事業の成果】 
　新設に係る準備（システム改修、備品購入等）を円滑に遂行できた。 
　平成２４年度決算額　１，４６４，５００円　 
 
【今後の課題・方向性】 
　引き続き、保健事業を実施するにふさわしい環境を維持できるよう管理に努める。　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 保健衛生総務費

当初予算額 0 

補正予算額 1,484 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,484 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,465 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,465 諸収入 0 

計 1,465 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き、保健事業を実施するにふさわしい環境を維持できるよう管理に努める。
前年度決算額 0 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３５ 項　　目　　名 健康教育・健康相談・訪問指導事業費

主要な施策 健康増進事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９３（健０２７）

【事業の概要】 
　健康増進法に基づき、健康教育、健康相談、訪問指導を実施し、適切な保健指導を行う
ことにより、生活習慣病の発症と重症化を予防し、市民の健康寿命の延伸を図る。  
　
【事業の成果】 
　保健指導を実施することにより、生活習慣を振り返る動機づけと自らが行動変容できる
よう継続支援している。併せて、健診結果を追跡し、特定健診受診率向上、生活習慣病 要
医療者の増加抑制をみていく。単年では成果は計りにくいが、予防教室参加者に健診デ ー
タの維持、改善が見られた者があった。 
 　平成２２年度　健康教育７３４回、健康相談３３５回、訪問指導１，０８３人
　　　　　　　　決算額　８，２６７，７５２円
　平成２３年度　健康教育５３６回、健康相談２９８回、訪問指導１，１０４人
　　　　　　　　決算額　７，６６４，０１２円
　平成２４年度　健康教育３００回、健康相談２６２回、訪問指導５１７人
　　　　　　　　決算額　８，２４４，１１８円

【今後の課題・方向性】 
　健康教育・健康相談・訪問指導による保健指導を 行うことで、糖尿病を始めとした生活
習慣病の発症と重症化予防に努める。　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 9,089 

補正予算額 △ 542 

予算流・充用額 0 

最終予算額 8,547 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 8,244 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,074 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 7,170 諸収入 0 

計 8,244 その他 0 

（参考） 評価
結果

健康教育・健康相談・訪問指導による保健指導を行うことで、糖尿病を始めとした生活習慣病の発症と重症化予防に努める。
前年度決算額 7,664 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３６ 項　　目　　名 健康ひろば事業費

主要な施策 健康ひろば事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191

 【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９３（健０２８）

【事業の概要】 
　市民一人ひとりが生涯を通じて、その人らしく健康で豊かな人生を送ることを目指して 
策定された「とっとり市民元気プラン２０１１」を推進するため、市民一人ひとりが健康 
づくりの意識と意欲を高め、主体的に取り組むきっかけづくりを目的とした健康づくり講 
演会等を実施する。 
　テーマ　元気で楽しく暮らせるまちを目指して 
　　　　　～心といのちを守るまちづくり～ 
　（１）講演ライブ 
　（２）心の健康づくり講演会 
　（３）健康相談コーナーの設置 
　　　　内科相談・歯科相談・薬の相談・血圧体脂肪測定・栄養相談・タバコ相談等 
　（４）展示・地元特産物の販売、餅つき、等 
 
【事業の成果】 
　平成２２年度（来場者）約７００名（決算額）１,３２９，３７９円　  
              （内訳：国保６０７，６０１円、一般会計７２１，７７８円） 
　平成２３年度（来場者）約９００名（決算額）１,４２３，８３７円 
　平成２４年度（来場者）約３５０名（決算額）１,２４７，７８４円 
 【今後の課題・方向性】 
　社会状況やアンケートによる市民の要望を考慮して内容を毎回見直し、継続して実施す 
る。また、健康啓発イベントにとどまることなく、関係団体の活動の場として活用してい
ただくことで、健康に対する意識の高揚を促進する。

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 1,600 

補正予算額 △ 300 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,300 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,248 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,248 諸収入 0 

計 1,248 その他 0 

（参考） 評価
結果

健康ひろば事業は本年度第２９回の開催となり、一定の成果を上げてきた。今後、市民への啓発活動等にとどまることなく、関係
団体の活動の場として活用できるよう事業の在り方を検討する必要がある。前年度決算額 1,424 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３７ 項　　目　　名 食生活改善事業費

主要な施策 食育活動等推進事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】食育推進係　0857-20-3192 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９４（健０２９）

【事業の概要】 
　生活習慣病予防のための知識を習得し、家族、地域の食生活改善、健康づくりの実践　 
を推進するため、平成９年度より食生活改善推進員養成講座を実施。 
　養成講座修了生で組織される鳥取市食生活改善推進員連絡協議会に、地域における食　 
生活改善地区活動事業を委託し、生活習慣病の予防を啓発。 
 
【事業の成果】 
　増加する生活習慣病予防に最も重要である食生活の改善を広く普及し、生活習慣病予　 
防、健康づくりを推進することができた。 
　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年度　　　　平成23年度　　　平成24年度 
　・地区伝達講習会　　　　　　　　　399回　　　　　　　412回　　　　　377回 
　・決算額　　　　　　　　　　　3,990,207円　　　3,680,304円　　　3,770,993円　 
 
【今後の課題・方向性】 
　「食」に関する情報が多い中、食生活改善推進員の養成と食生活改善推進員の地区活 
動を通して、確かな知識の普及に継続して取り組んでいくとともに、食生活改善推進員 
連絡協議会及び各支部における伝達講習会等、活動が円滑に推進できるよう支援をして 
いく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 3,811 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 3,811 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 3,771 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 3,771 諸収入 0 

計 3,771 その他 0 

（参考） 評価
結果

　「食」の多様化に伴い、生活習慣病の増加や「食」に関する情報が多い中、食生活改善推進員の養成を行い、確かな知識の普及
につなげ、また、食生活改善推進員の地区での活動を円滑に実施できるよう支援をし、食生活改善推進員が市民へ継続して啓発に
取り組むことで、市民の疾病予防につなげていく。前年度決算額 3,680 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３８ 項　　目　　名 成人栄養改善事業費

主要な施策 食育活動等推進事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】食育推進係　0857-20-3192 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９４（健０３０）

【事業の概要】 
　生活習慣病（がん、糖尿病など）の増加に伴い、平成17年度より栄養セミナー、平成　 
18年度より糖尿病食生活教室、平成22年度より減塩教室を開催し予防啓発につなげる。 
 
【事業の成果】 
　不適切な食習慣や運動不足による生活習慣病の増加が重要な課題になっている。これ　 
らに対処するため、各地域での栄養改善に関する健康教育、健康相談を実施することに　 
より、地域住民の健康づくりおよび生活習慣病の発症予防、重症化予防を推進することが
できた。 
　　　　　　　　　　平成22年度　　　　　  平成23年度　　　　　 平成24年度 
　・栄養セミナー　4回シリーズ×2回　　3回シリーズ×2回　 　3回シリーズ×2回 
　・糖尿病食生活 
　　　　　　教室　　4回シリーズ　　　　　4回シリーズ　　 　　　4回シリーズ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3回シリーズ　　　　　 3回シリーズ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土曜日教室）　　　　（土曜日教室） 
　・減塩教室　　　  2回シリーズ　　　 　 2回シリーズ        　 2回シリーズ 
  ・決算額　　　　　　629,374円　　　　　　514,491円             487,423円 
 
【今後の課題・方向性】 
　生活習慣病の発症には「食」に起因する疾病が多く、一人でも多くの市民の生活習慣 
病の発症予防および重症化予防につなげるため、個人に合わせた支援をしていく。　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 571 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 571 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 487 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 487 諸収入 0 

計 487 その他 0 

（参考） 評価
結果

生活習慣病の発症予防及び重症化予防には食生活の改善が大変重要であり、今後も対象者に合わせた支援をしていく必要がある。
前年度決算額 515 

-108-



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０３９ 項　　目　　名 母子栄養改善事業費

主要な施策 食育活動等推進事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】食育推進係　0857-20-3192 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９５（健０３１）

【事業の概要】 
　乳幼児期の食のあり方は、健康的な食習慣を定着させる大切な時期であるが、育児 
不安の要因の一つにもなっているため、従来より実施している「離乳食講習会」に 
加え、平成１８年度より｢食育教室｣を実施している。 
 
【事業の成果】 
　乳幼児期より日本の食文化や食材に触れる機会を増やすことで、規則正しい食生活 
を身につけ、健やかな心と体の成長と保護者の不安軽減につなげることができた。 
 
　　　　　　　平成２２年度　　　平成２３年度　　　平成２４年度 
・離乳食講習会　　４８回　　　　　　４８回　　　　　　４８回　　　 
・食育教室　　　　７３回　　　　　　７９回　　　　　　６７回 
 ・決算額　　 　924,215円　　　 1,017,263円         991,850円

【今後の課題・方向性】 
　生涯の健康維持には、乳幼児期からの健康的な食習慣の定着が必要である。引き続 
き、健全な食生活が実践できるよう対象者に合わせた支援をしていく。　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 1,037 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,037 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 992 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 992 諸収入 0 

計 992 その他 0 

（参考） 評価
結果

実習や講話を通して、乳幼児期からの食生活の大切さを伝えることにより、食生活改善に寄与していると考える。今後も対象者に
合わせた支援をしていく必要がある。前年度決算額 1,017 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４０ 項　　目　　名 在宅高齢者歯科対策事業費

主要な施策 在宅高齢者歯科対策事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９５（健０３２）

【事業の概要】 
　６５歳以上で通院困難な在宅及び通所サービス利用者に歯科医師等が 、施設歯科健診及
び訪問歯科調査を実施する事で、適切な口腔管理について動機づけする機会を確保し、歯
科保健に対する意識を高め、高齢者の健康づくりを推進する。 
 
【事業の成果】 
 通院困難な在宅及び通所サービス利用者が歯科医師等による歯科相談をする機会を確保す
ることで、適切な口腔管理につながり、家族や施設職員も口腔ケアに対する意識を高める
ことができた。 
 　平成２２年度　３８５人　決算額　２，８０６，５３７円
　平成２３年度　３１７人　決算額　２，４６９，８４２円
　平成２４年度　３４５人　決算額　２，４４６，７５０円

【今後の課題・方向性】 
　通院困難な在宅高齢者及び通所サービス利用者に口腔状態を知る機会を提供し、本人や 
家族、関係専門職の歯科に対する関心を喚起するために、継続実施する。　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 3,354 

補正予算額 △ 601 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,753 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,447 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 756 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,691 諸収入 0 

計 2,447 その他 0 

（参考） 評価
結果

通院困難な在宅高齢者及び通所サービス利用者に口腔状態を知る機会を提供することで、本人や家族、関係職員の歯科に対する関
心を高めることができた。前年度決算額 2,470 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４１ 項　　目　　名 ふしめ歯科検診事業費

主要な施策 ふしめ歯科検診事業費 ページ 31 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９６（健０３３）

【事業の概要】 
　４０、５０、６０、７０歳に達する者の１０歳ごとのふしめ年齢の人に対して鳥取県歯 
科医師会に委託して歯科健診を実施。 
 
【事業の成果】 
　歯科検診を実施することにより、歯牙喪失の原因となる歯周疾患の早期発見、早期治療 
及び適切な指導によりできるだけ長く自分の歯を保つことにつながった。また、市民の歯
科保 健に対する意識付けと健康の保持増進を図ることができた。
 　平成２２年度　２１３人　決算額　３８６，９２７円
　平成２３年度　２１４人　決算額　３６８，４２１円
　平成２４年度　１４０人　決算額　２６３，６３７円

【今後の課題・方向性】 
　今後も市民に対して歯科保健の重要性を一層啓発し、受診者の増加を図っていく。　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 351 

補正予算額 100 

予算流・充用額 0 

最終予算額 451 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 264 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 153 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 111 諸収入 0 

計 264 その他 0 

（参考） 評価
結果

歯科健診を実施することで歯周疾患の早期発見、早期治療につなぐことができたが、受診者が減少していることから、歯科保健の
重要性について啓発し、受診者の増加を図っていくことが必要である。前年度決算額 368 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４２ 項　　目　　名 地域自殺対策緊急強化事業費

主要な施策 地域自殺対策緊急強化事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】健康づくり係　0857-20-3194 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９６（健０３４）

【事業の概要】 
　平成２１年度から国が都道府県に造成した「地域自殺対策緊急強化基金」により、本市 
では自殺予防のための人材育成・普及啓発を行い、支援の必要な人を早期に発見して適切 
な相談・医療機関に繋ぐことができることを目的に、自殺を防止する各種の事業を行って 
いる。 
 
【事業の成果】 
　電話等での相談が多く、必要に応じて他機関との連携を行い、悩む人への相談を行うこ
とができた。 
　自殺対策は長期的・継続的な取り組みを行ってはじめて成果が現れるものであるため、 
長期的な評価が必要である。 
 　平成２２年度決算額　　　８８２，９７１円
　平成２３年度決算額　１，０４１，０００円
　平成２４年度決算額　　　５０３，１６１円

【今後の課題・方向性】 
　こころの病気に対する偏見をなくし、地域で自殺対策を進めるための普及啓発や、早期 
発見をして適切な医療機関に結びつけるための人材育成など、引き続き対策を継続してい 
く事が必要である。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 健康対策費

当初予算額 564 

補正予算額 △ 17 

予算流・充用額 0 

最終予算額 547 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 503 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 503 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 503 その他 0 

（参考） 評価
結果

こころの病気に対する偏見をなくし、地域で自殺対策を進めるための普及啓発や、早期発見をして適切な医療機関に結びつけるた
めの人材育成など、引き続き対策を継続する。前年度決算額 1,041 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４３ 項　　目　　名 母子保健訪問指導事業費

主要な施策 母子保健訪問指導事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９７（健０３５）

【事業の概要】 
　子どもの健やかな成長と子育てを支援するために、母子保健法に基づく新生児訪問指導 
併せて児童福祉法に基づく「こんにちは赤ちゃん事業」として、実施。生後４か月までの 
乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育てに関する不安や相談等に応じたり、情報提供を行 
う。 
 
【事業の成果】 
　保健師及び委託した母子保健推進員が産婦及び新生児の家庭を訪問し保健指導を行うこ 
とにより、子育てに関する不安を軽減し、その後の適切な育児へとつなげることができ
た。 
 　平成２２年度　産婦　１，６２６人　新生児　１，６３３人
　　　　　　　　決算額　６，２１３，３２０円
　平成２３年度　産婦　１，５６７人　新生児　１，６４７人
　　　　　　　　決算額　６，４４９，６６０円
　平成２４年度　産婦　１，５５１人　新生児　１，５５３人
　　　　　　　　決算額　５，４７６，８２５円

【今後の課題・方向性】 
　事業の周知に努めるとともに全数訪問を目指して継続実施する。　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 6,180 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,180 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 5,477 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,087 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,390 諸収入 0 

計 5,477 その他 0 

（参考） 評価
結果

新生児期や、乳児期の子どもを持つ家庭へのサポートを効率的かつ確実に実施するために今後も事業を継続とする。また、平成２
５年度より未熟児訪問指導も開始された。前年度決算額 6,450 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４４ 項　　目　　名 妊婦健康診査費

主要な施策 妊婦健康診査費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
　 
【９次総の施策体系】1101 
　 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９７（健０３６）

【事業の概要】 
　母子手帳交付時にあわせて妊婦一般健康診査受診票を交付する。 
　交付枚数は、妊娠全期を通して１４枚、Ｈ２３からはクラミジア検査を１枚追加交付す 
る。ただし、多胎妊娠妊婦には左記に加えて５枚分を追加で交付する。 
　 
【事業の成果】 
　妊娠中の異常の早期発見や疾病予防のために、定期的な妊婦健康診査を受けることが必 
要である。妊婦健康診査費の一部を助成することで経済的負担の軽減を図り、妊婦健診を 
受けやすくし、安心して出産をむかえられるよう支援した。 

　平成２２年度　一般　延２０，９０３人　多胎　延１８人
　　　　　　　　決算額　１４２，２３７，９４３円
　平成２３年度　一般　延２２，９５９人　多胎　延４１人
　　　　　　　　決算額　１５２，８２５，６３５円
　平成２４年度　一般　延２１，５００人　多胎　延２９人
　　　　　　　　決算額　１４３，６６８，０８４円

【今後の課題・方向性】 
　妊婦健康診査の重要性について周知しながら継続実施する。　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 155,708 

補正予算額 △ 6,309 

予算流・充用額 △ 1,230 

最終予算額 148,169 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 143,668 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 36,640 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 107,028 諸収入 0 

計 143,668 その他 0 

（参考） 評価
結果

妊婦と胎児の健康を確保するために、妊婦が安心して健診を受けられる体制を継続実施していくことは重要である。
前年度決算額 152,826 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４５ 項　　目　　名 乳児健康診査費

主要な施策 乳児健康診査費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９８（健０３７）

【事業の概要】 
　母子保健法に基づく健康診査として、３～４ヶ月健診・９～１０ヶ月児健診の受診券を 
発行し医療機関委託で実施する。 
 
【事業の成果】 
　成長発達の確認や疾病の早期発見をし、適切な指導を行い、乳児の健康の保持増進を図 
ることができた。 
 　平成２２年度　受診者数　３，０１７人　決算額　１７，４５６，５１４円
　平成２３年度　受診者数　３，２１３人　決算額　１８，６１４，６６６円
　平成２４年度　受診者数　３，２３３人　決算額　１８，７２５，３６６円

【今後の課題・方向性】 
　乳児健康診査の効果的な推進について検討しながら継続実施する。　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 17,931 

補正予算額 1,679 

予算流・充用額 0 

最終予算額 19,610 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 18,725 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 18,725 諸収入 0 

計 18,725 その他 0 

（参考） 評価
結果

母子保健法に基づく健康診査で、鳥取県下統一した実施方法で行っている。継続実施が必要である。
前年度決算額 18,615 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４６ 項　　目　　名 ６か月児健康診査費

主要な施策 ６か月児健康診査費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９８（健０３８）

【事業の概要】 
　乳児期の健康保持増進を図るためには、定期的に健康診査を受け健康状態を明らかにす 
る必要がある。
　母子保健法に基づく健康診査 
　身体計測・小児科医の診察 
　栄養指導（栄養士）・保健指導（保健師） 
　絵本の読み聞かせ、ブックスタートパックの配布 
 
【事業の成果】 
　６か月児に健康診査を行い、成長発達の確認や疾病の早期発見をし、適切な指導を行う 
ことで、６か月児の心身の健やかな成長を図ることができた。 
 　平成２２年度　受診者数　１，６８３人　決算額　２，７１７，５８７円
　平成２３年度　受診者数　１，７３２人　決算額　２，６８９，５９５円
　平成２４年度　受診者数　１，７０２人　決算額　２，８４５，３６０円

【今後の課題・方向性】 
　子どもの成長、発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っており 
今後も継続して実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 2,709 

補正予算額 0 

予算流・充用額 172 

最終予算額 2,881 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 2,845 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,845 諸収入 0 

計 2,845 その他 0 

（参考） 評価
結果

子どもの成長、発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っており、今後も継続して実施する。
前年度決算額 2,690 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４７ 項　　目　　名 １歳６か月児健康診査費

主要な施策 １歳６か月児健康診査費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９９（健０３９）

【事業の概要】 
　母子保健法第１２条に基づく市町村の義務健診である。健診内容は身体計測、小児科医 
師・歯科医師の診察、歯磨き指導、発達相談、栄養相談、育児相談である。 
 
【事業の成果】 
　１歳６ヶ月の頃は単語を発したり、歩くことができるようになる大切な時期である。 
　この時期に子どもの成長、発達の確認と、生活習慣への働きかけ、虫歯予防、食事、そ 
の他育児等に関する支援ができた。 
 　平成２２年度　受診者数　１，６４５人　決算額　４，１５５，６８８円
　平成２３年度　受診者数　１，６５４人　決算額　４，３３６，２１３円
　平成２４年度　受診者数　１，７２２人　決算額　４，１３５，８４８円

【今後の課題・方向性】 
　子どもの成長、発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っており 
今後も継続実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 4,263 

補正予算額 0 

予算流・充用額 △ 123 

最終予算額 4,140 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 4,136 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 4,136 諸収入 0 

計 4,136 その他 0 

（参考） 評価
結果

子どもの成長、発達の確認とともに、子育て支援としても重要な役割を担っており今後も継続実施する。
前年度決算額 4,336 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４８ 項　　目　　名 ３歳児健康診査費

主要な施策 ３歳児健康診査費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ９９（健０４０）

【事業の概要】 
　母子保健法第１２条に基づく市町村の義務健診。 
　幼児の健康・発達の個人的差異が明らかになる３歳児に対して健康診査を実施す 
ることにより、視覚・聴覚・運動・心身の成長・発達の確認や疾病の早期発見に努める。 
また、虫歯の予防や育児に関する相談・助言を行い、幼児の健康の保持増進と育児支援を 
図る。 
 
【事業の成果】 
　問診、尿検査、視力検査、聴力検査、身体計測、小児科医師・歯科医師の診察、ブラッ 
シング指導、保健指導、栄養相談、育児相談、発達相談を行った。 
　過去３年間の受診率は９５％前後。 
 　平成２２年度　受診者数　１，７５１人　決算額　６，３８４，６３８円
　平成２３年度　受診者数　１，６７３人　決算額　６，３５４，７１３円
　平成２４年度　受診者数　１，６６０人　決算額　６，０２９，４７０円

【今後の課題・方向性】 
　母子保健法に基づいて実施しており、子どもの成長・発達を確認するとともに、子育て 
支援としても重要な役割を担っており、今後も継続して実施する。　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 6,666 

補正予算額 △ 160 

予算流・充用額 △ 12 

最終予算額 6,494 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 6,029 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 6,029 諸収入 0 

計 6,029 その他 0 

（参考） 評価
結果

母子保健法に基づいて実施しており、子供の成長と発達を確認するとともに、子育て支援としても重要な役割を担っているため、
今後も継続して実施する。前年度決算額 6,355 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０４９ 項　　目　　名 育児等健康支援事業費

主要な施策 育児等健康支援事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１００（健０４１）

【事業の概要】 
　母子の健康づくりや栄養管理、育児等について、グループワーク等の方法を用いて教室 
を実施することで、母子の愛着形成を促進し子どもの健やかな発達を促す。また、発達が 
気がかりな子どもやその保護者、育児不安を持つ母親等に対し、相談の場や親子のふれあ 
いの場を設けて子どもの健全な発達を促し、育児不安の軽減を図る。 
主な事業として 
・幼児学級（年２４回） 
・５歳児発達相談（年１２回） 
・地区での健康教育（年８１回） 
・両親学級（年３回） 
 
【事業の成果】 
　子育てを取り巻く環境が時代とともに変わる中で、子育ての正しい知識を普及啓発する 
と共に育児不安を解消することで母子の孤立育児を防止する。また母子の愛着形成を促進 
し、子どもの健やかな成長・発達を促すことができた。 
 　平成２２年度決算額　１，７２５，７５４円
　平成２３年度決算額　１，８８６，３３４円
　平成２４年度決算額　１，５６１，７９９円

【今後の課題・方向性】 
　保護者の育児不安を軽減し、子どもの健やかな発育・発達を支援するため、今後も様々 
なライフステージとその課題に応じた教育と相談を継続実施する。　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 1,984 

補正予算額 0 

予算流・充用額 △ 75 

最終予算額 1,909 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,562 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,562 諸収入 0 

計 1,562 その他 0 

（参考） 評価
結果

育児不安を軽減し、子どもの健やかな発育・発達を支援するため、今後も様々なライフステージとその課題に応じた教育と相談を
継続実施する。前年度決算額 1,886 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５０ 項　　目　　名 ６歳臼歯保護推進事業費

主要な施策 ６歳臼歯保護推進事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１００（健０４２）

【事業の概要】 
　年長児とその保護者を対象に、保育園・幼稚園を会場に、歯科医師による講話・歯科保 
健指導を行う。 
 
【事業の成果】 
　全乳歯が生えそろい、第１大臼歯（６歳臼歯）の生え始める幼児期後期に、６歳臼歯の 
保護を目的とした歯の保健指導を実施し、生涯の歯の健康管理の意識付けを行うことで歯 
科保健水準の向上を図ることができた。 
 　平成２２年度　実施園　５９園　参加人数　２，９２５人
　　　　　　　　決算額　１，２２８，４５９円
　平成２３年度　実施園　５９園　参加人数　２，８８０人
　　　　　　　　決算額　１，２２９，１２１円
　平成２４年度　実施園　５９園　参加人数　２，９２３人
　　　　　　　　決算額　１，２５０，０２６円

【今後の課題・方向性】 
　６歳臼歯の生え始める機会に歯科保健についての意識付けを親子で行うことで生涯を通 
じた歯の健康づくりを継続して推進する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 1,251 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,251 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,250 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,250 諸収入 0 

計 1,250 その他 0 

（参考） 評価
結果

６歳臼歯の生え始める時期に親子で歯科保健について学び、生涯を通じた歯の健康づくりについて意識付けを図ることは重要であ
り、今後も継続が必要である。前年度決算額 1,229 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５１ 項　　目　　名 ２歳児歯科健診事業費

主要な施策 ２歳児歯科健診事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０１（健０４３）

【事業の概要】 
　１歳６か月から３歳までの間にむし歯の罹患率が急激に増える傾向があることから、東 
部歯科医師会と協議し、平成１１年１月より２歳児歯科健診を開始した。歯科医師による
診察、 歯科衛生士による歯科保健指導及びフッ素塗布を行う。 
 
【事業の成果】 
　２歳児は乳歯がほぼ生えそろい始めるが、間食や歯磨き等の生活習慣が不規則なため、 
むし歯になりやすい時期である。この時期に歯科健診・歯科保健指導を行うことにより、 
口腔の健康の保持増進を図る。この事業を開始して、むし歯罹患率は減少傾向になった。 
　 平成２２年度　受診者数　１，４０５人　決算額　１，２０８，３７４円
　平成２３年度　受診者数　１，３３１人　決算額　１，２７２，０１５円
　平成２４年度　受診者数　１，３９０人　決算額　１，３０７，６１２円

【今後の課題・方向性】 
　２歳児歯科健診の必要性やむし歯予防教育の重 要性を継続して啓発する。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 1,291 

補正予算額 0 

予算流・充用額 17 

最終予算額 1,308 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 1,308 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 11 0 

一般財源 1,297 諸収入 11 

計 1,308 その他 0 

（参考） 評価
結果

２歳児歯科健診の必要性やむし歯予防についての啓発を行うと共に本事業を継続実施する。
前年度決算額 1,272 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５２ 項　　目　　名 ２歳児フッ素塗布事業費

主要な施策 ２歳児フッ素塗布事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０１（健０４４）

【事業の概要】 
　２歳児歯科健診の受診者を対象に、生え始めの乳歯にフッ素を定期的に塗布することで 
むし歯を予防するために、平成１２年度より２歳児フッ素塗布事業を開始した。 
 
【事業の成果】 
　生え初めて２～３年の乳歯は、エナメル質が未熟でむし歯になりやすい状態である。こ 
の時期にむし歯予防処置として、フッ素を継続的・定期的に塗布し保健指導を実施するこ 
とで、乳歯の歯質の向上と保護者の口腔への関心を高め、むし歯予防を図ることができ
た。 
 　平成２２年度　受診者数　２，４４６人　決算額　４７２，１３０円
　平成２３年度　受診者数　２，２７１人　決算額　４６１，０２９円
　平成２４年度　受診者数　２，３５０人　決算額　４８７，５１３円

【今後の課題・方向性】 
　２歳から３歳にかけての時期はむし歯罹 患率が急激に高まるため、２歳児歯科健診にお
いての歯科保健指導の充実と継続的なフッ 素塗布の必要性を啓発していくことが必要であ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 487 

補正予算額 0 

予算流・充用額 2 

最終予算額 489 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 488 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 488 諸収入 0 

計 488 その他 0 

（参考） 評価
結果

２歳から３歳にかけての時期はむし歯罹患率が急激に高まるため、２歳児の間に継続的なフッ素塗布と歯科保健指導の充実が必要
であり、本事業を継続実施する。前年度決算額 461 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５３ 項　　目　　名 発達相談指導事業費

主要な施策 発達相談指導事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
　　 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０２（健０４５）

【事業の概要】 
　発達相談指導事業費については、平成２２年度までは県事業で乳幼児健診後の２次スク 
リーニングとして実施されていた発達クリニックが市町村事業となったことにより、平成 
２３年度から鳥取市の実施方法で行うもの。 
　子どもや親の一人ひとりのニーズに応じるため、生活に沿った支援ができるよう、発達 
の専門機関の相談を組み合わせながら相談に応じる。（専門医による相談） 
 
【事業の成果】 
　 平成２３年度　ほほえみ相談　１２回３１人　５歳児発達相談　１２回６７人
　　　　　　　　決算額　３８４，９１０円
　平成２４年度　ほほえみ相談　１０回３７人　５歳児発達相談　１２回６７人
　　　　　　　　決算額　３９０，３０２円
　　※９割が継続支援が必要。

【今後の課題・方向性】 
　市としての発達相談の効果を検討しながら、子どもや親に寄り添った支援がはかれるよ 
う継続実施する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 434 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 434 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 390 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 390 諸収入 0 

計 390 その他 0 

（参考） 評価
結果

子どもの発達支援と保護者への子育て支援として継続実施する。
前年度決算額 385 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５４ 項　　目　　名 特定不妊治療助成事業費補助金

主要な施策 特定不妊治療助成事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０３（健０４７）

【事業の概要】 
　鳥取県特定不妊治療助成事業の対象となった人に対して治療費の追加助成を行う。 
　（１）助成金の額は、鳥取県特定不妊治療助成事業の対象となった費用から、鳥取県の 
　　　助成金を控除した額又は５万円のいずれか低い額とする。 
　（２）助成回数は１年度に２回（初年度については１年度に３回）を限度に通算５年度 
　　　で１０回までとする。 
 
【事業の成果】 
　経済的負担が原因で子どもを諦める夫婦がないように治療費を助成することで子どもを 
望む夫婦が安心して子どもを産み育てる環境づくりの一助となっている。 
 　平成２２年度　実１５２名（延２３２件）　決算額　　９，８３９，１３０円
　平成２３年度　実１５６名（延２４４件）　決算額　１０，３５６，１６９円
　平成２４年度　実１７０名（延２９５件）　決算額　１３，１２６，８５４円

【今後の課題・方向性】 
　今後とも子どもを産み育てる環境づくりを進めていくため、継続して実施していく。　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 10,000 

補正予算額 1,562 

予算流・充用額 1,565 

最終予算額 13,127 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 13,127 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 13,127 諸収入 0 

計 13,127 その他 0 

（参考） 評価
結果

少子化対策の一環として、市民が安心して子どもを産める環境づくりは継続的に必要である。
前年度決算額 10,356 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５５ 項　　目　　名 一般不妊治療助成事業費

主要な施策 一般不妊治療助成事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】母子保健係　0857-20-3196

【９次総の施策体系】1101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０３（健０４８）

【事業の概要】
　鳥取県の人工受精助成事業の対象となった人に対して治療費の２割を追加助成する。
　通算２ヵ年度助成する。（１年度上限４万円）

【事業の成果】
　保険適用とならない人工受精の費用の一部を助成することで、治療に係る経済的な負担
を軽減することができた。
　平成２３年度　実５３名（延５６件）　決算額　５０８，６８２円
　平成２４年度　実６５名（延７０件）　決算額　５６８，１９６円

【今後の課題・方向性】
 　市民が安心して子どもを産み育てる環境づくりを確保するために継続実施する。

　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 3,000 

補正予算額 △ 2,097 

予算流・充用額 △ 334 

最終予算額 569 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 568 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 568 諸収入 0 

計 568 その他 0 

（参考） 評価
結果

市民が安心して子どもを産み育てる環境を確保するために継続実施する。
前年度決算額 509 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５６ 項　　目　　名 一類疾病予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857‐20‐3191 
 【９次総の施策体系】3102 
 【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０４（健０４９）、６月補正予算・Ｐ７（健００２）、９月補正予
　　算・Ｐ１６（健００５）
【事業の概要】 
　予防接種法第2条第2項（一類疾病の指定）、第3条第1項（定期予防接種の実施）、予防 
接種法施行令第1条第2項（定期予防接種を行う疾病及び対象者）に基づき、集団接種及　 
び個別接種として実施。 
 【事業の成果】 
　伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防するために予防接種を行い、公衆衛生 
の向上及び増進に寄与した。 
　２２年度実績：ＢＣＧ1,673件、ポリオ3,366件、三種混合6,756件、二種混合1,539件、 
　　　　　　　　ＭＲ１期1,653件、２期1,601件、３期1,735件、４期1,833件、 
　　　　　　　　日本脳炎１期7,946件、２期516件　（決算額　　　225,877,076円） 
　２３年度実績：ＢＣＧ1,799件、ポリオ2,999件、三種混合7,036件、二種混合1,485件、 
　　　　　　　　ＭＲ１期1,598件、２期1,671件、３期1,633件、４期2,220件、 
　　　　　　　　日本脳炎１期8,587件、２期708件　（決算額　　　238,697,453円） 
　２４年度実績：ＢＣＧ1,666件、生ポリオ857件、不活化ポリオ4,666件、三種混合5,801 
　　　　　　　　件、二種混合1,487件、四種混合1,195件、 
　　　　　　　　ＭＲ１期1,784件、２期1,683件、３期1,694件、ＭＲ４期1,431件、風し 
　　　　　　　　ん３期1件、日本脳炎8,287件 　　 （決算額　　　277,926,996円） 
 
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度から、子宮頸がん予防ワクチンを含む３つのワクチン接種が、新たに予防 
接種法のＡ類疾病（従来の一類疾病から名称変更）に位置づけられ、定期接種を実施する 
こととなった。今後も定期接種化が見込まれるワクチンが複数あり、制度改正が行われた 
場合には速やかに対応し、事業を適切に実施していく。　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 予防費

当初予算額 259,995 

補正予算額 52,760 

予算流・充用額 △ 1,158 

最終予算額 311,597 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 277,927 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 277,927 諸収入 0 

計 277,927 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後も定期接種化が見込まれるワクチンが複数あり、制度改正が行われた場合には速やかに対応し、予防接種法に基づき今後も事
業を適切に実施していく。前年度決算額 238,697 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５７ 項　　目　　名 二類疾病予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０４（健０５０）

【事業の概要】 
　個人の発病又はその重症化を防止し併せてそのまん延予防のため、①満６５歳以上の人 
②満６０歳以上６５歳未満の人のうち、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日 
常生活が極度に制限される程度の障害を有する人及びヒト免疫不全ウイルスにより免疫の 
機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する人に対して費用助成を行う。 
　平成１３年の予防接種法の改正により、インフルエンザは二類疾病に分類され定期の予 
防接種を行うこととなり、予防接種法及び予防接種法施行令に基づき実施している。 
 
【事業の成果】 
　費用助成事業で多数の方が接種されたことで、重症化の予防及び流行の沈静化に寄与し
た。 
　 平成２２年度　３２，２４５人　決算額　１２５，８９９，４８０円
　平成２３年度　３１，１５０人　決算額　１０４，１９８，３９５円
　平成２４年度　３１，２７６人　決算額　　９５，３０２，６８１円

【今後の課題・方向性】 
　今後も高齢者のインフルエンザによる重症化を防止するために、個人通知による情報提 
供を行い、まん延予防を行っていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 予防費

当初予算額 101,361 

補正予算額 △ 274 

予算流・充用額 45 

最終予算額 101,132 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 95,303 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 95,303 諸収入 0 

計 95,303 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成２５年度から新たに重症心身障がい者及び重症心身障がい児への独自助成を実施する。本市独自事業について、国の助成対象
となるよう要望をおこなっていく。前年度決算額 104,198 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５８ 項　　目　　名 子宮頸がんワクチン予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191　　 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０５（健０５１）

【事業の概要】 
　子宮頸がん等ワクチン事業緊急促進臨時特例交付金（都道府県に交付され基金造成。県 
から市町村に助成。）が創設されたことに伴い、接種費用助成制度を創設し、平成２３年 
１月から事業を開始した。 
 
【事業の成果】 
　子宮頸がんの予防対策として、中学１年生～高校１年生に相当する女子を対象に、子宮 
頸がん予防ワクチン接種費用を助成するもの。 
　○助成金額　１５，９３９円/回 
　○接種回数　３回（市助成３回まで） 
　平成２２年度決算額　　　　３３，８５０，２９４円 
　平成２３年度決算額　　　１０６，１０９，４７０円 
　平成２４年度決算額　　　　５８，７１５，８８１円 
 
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度より、子宮頸がん予防ワクチンは予防接種法に基づくＡ類疾病予防接種（ 
従来の一類疾病予防接種）として位置づけられたため、法に基づくものとして実施してい 
く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 予防費

当初予算額 66,960 

補正予算額 △ 4,149 

予算流・充用額 0 

最終予算額 62,811 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 58,716 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 25,551 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 33,165 諸収入 0 

計 58,716 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成２５年度より、子宮頸がん予防ワクチンは予防接種法に基づくＡ類疾病予防接種（従来の一類疾病予防接種）として位置づけ
られたため、法に基づくものとして実施していく。前年度決算額 106,109 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０５９ 項　　目　　名 ヒブワクチン予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191　　 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０５（健０５２）

【事業の概要】 
　子宮頸がん等ワクチン事業緊急促進臨時特例交付金（都道府県に交付され基金造成。県 
から市町村に助成。）が創設されたことに伴い、接種費用助成制度を創設し、平成２３年 
１月から事業を開始した。 
 
【事業の成果】 
　インフルエンザ菌ｂ型感染による細菌性髄膜炎の予防対策として、生後満２か月以上４ 
歳未満の乳幼児を対象にヒブワクチン接種費用を助成するもの。 
　○助成金額　８，８５２円／回 
　○接種回数　４回（接種開始月齢により回数が異なる。市助成上限４回まで） 
　平成２２年度決算額：２１，７３９，６６８円 
　平成２３年度決算額：５５，３８３，１９０円 
　平成２４年度決算額：６０，６９２，９３４円 
 
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度より、ヒブワクチンは予防接種法に基づくＡ類疾病予防接種（従来の一類 
疾病予防接種）として位置づけられたため、法に基づくものとして実施していく。　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 予防費

当初予算額 53,771 

補正予算額 5,932 

予算流・充用額 1,114 

最終予算額 60,817 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 60,693 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 27,139 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 33,554 諸収入 0 

計 60,693 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成２５年度より、ヒブワクチンは予防接種法に基づくＡ類疾病予防接種（従来の一類疾病予防接種）として位置づけられたた
め、法に基づくものとして実施していく。前年度決算額 55,383 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０６０ 項　　目　　名 小児用肺炎球菌ワクチン予防接種費

主要な施策 感染症予防接種費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
中央保健センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】予防係　0857-20-3191　　 
 
【９次総の施策体系】3102 
 
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ１０６（健０５３）

【事業の概要】 
　子宮頸がん等ワクチン事業緊急促進臨時特例交付金（都道府県に交付され基金造成。県 
から市町村に助成。）が創設されたことに伴い、接種費用助成制度を創設し、平成２３年 
１月から事業を開始した。 
 
【事業の成果】 
　肺炎球菌感染による細菌性髄膜炎の予防対策として、生後満２か月以上４歳未満の乳幼 
児を対象に小児用肺炎球菌ワクチン接種費用を助成するもの。 
　○助成金額　１１，２６７円／回 
　○接種回数　４回（接種開始月齢により回数が異なる。市助成上限４回まで） 
　平成２２年度決算額：２６，５７７，０８１円 
　平成２３年度決算額：８２，２３４，８３８円 
　平成２４年度決算額：８０，９１０，１５３円 
 
【今後の課題・方向性】 
　平成２５年度より、小児用肺炎球菌ワクチンは予防接種法に基づくＡ類疾病予防接種（ 
従来の一類疾病予防接種）として位置づけられたため、法に基づくものとして実施してい 
く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 予防費

当初予算額 68,060 

補正予算額 13,296 

予算流・充用額 0 

最終予算額 81,356 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

本年度決算額 80,910 0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 36,282 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 44,628 諸収入 0 

計 80,910 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成２５年度より、小児用肺炎球菌ワクチンは予防接種法に基づくＡ類疾病予防接種（従来の一類疾病予防接種）として位置づけ
られたため、法に基づくものとして実施していく。前年度決算額 82,235 
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（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 8,415 その他 0 

（参考） 評価
結果

発達に困難感を抱える児童の特性や成長段階に応じた一貫した支援及び家族への支援を図っていく。
前年度決算額 0 

0 

その他 0 0 

一般財源 7,271 諸収入 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,144 0 

地方債 0 

最終予算額 8,419 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 8,415 0 

児童福祉総務費

当初予算額 8,463 

補正予算額 △ 44 

予算流・充用額 0 

H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】発達支援係　0857-33-4012 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【事業の概要】 
　発達に困難感を抱える児童に対し、児童の成長段階に応じた一貫した支援を実施。

【事業の成果】 
　専任の発達支援員及び心理相談員を配置し、発達に困難感を抱える児童に係る相談に応
じるとともに、保育所、幼稚園等を訪問し、発達に困難感を抱える児童に係る保育上必要
な配慮について、保育者の相談・支援を行い、対象児童及びその保護者への支援を行っ
た。 
　また、親子遊びを中心とした療育を実施し、発達支援を行った。
≪児童発達相談≫
　２４年度４５０件
≪親子通所療育≫
　２４年度（１１月～３月）延べ５３人

【今後の課題・方向性】 
　今後も、発達に困難感を抱える児童の特性や成長段階に応じた一貫した支援及び家族へ
の支援を継続的に図っていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

一般会計

款 民生費

項 児童福祉費

目

健０６１ 項　　目　　名 児童発達支援事業費

主要な施策 児童発達支援事業費 ページ 29 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
こども発達・家庭支援センター年度

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

健０６２ 項　　目　　名 こども家庭支援事業費

主要な施策 こども家庭支援事業費 ページ 32 所　　属　　名

福祉保健部健康・子育て推進局 
こども発達・家庭支援センター年度 H24 事業の概要

　会計名 【問合せ先】家庭支援係　0857-20-0122 
 
【９次総の施策体系】1101 
 
【予算計上の経過】
予算事業別概要目次
　当初予算・Ｐ１０２（健０４６）

【事業の概要】 
１　児童虐待通告・相談等への対応 
２　児童虐待防止、支援対策の検討 
３　鳥取市要保護児童対策地域協議会の事務局 
４　児童虐待防止市民啓発 
 
【事業の成果】 
　児童福祉に関する情報提供を行うとともに、家庭その他からの相談に応じ、また、児童 
福祉法に基づく鳥取市要保護児童対策地域協議会のもと、関係機関との情報共有や役割分 
担しながら連携して支援を行うことで、児童虐待防止を図った。 
≪通告相談件数≫
　２２年度１６６件　　２３年度２１２件　　２４年度１６３件
≪子育て相談ダイヤル≫
　２２年度２１０件　　２３年度１９１件　　２４年度１７８件
≪早期母子支援≫
　　　　　　　　　　　２３年度３７８件　　２４年度４０８件
 
【今後の課題・方向性】 
　今後も、児童虐待防止について、社会的理解をより一層高めるための啓発を行うととも
に、関係 機関と連携し、子育て相談の増加、児童虐待の未然防止及び早期発見、早 期対応
・支援に取り組んでいく。
 

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目 母子保健費

当初予算額 6,414 

補正予算額 36 

予算流・充用額 0 

最終予算額 6,450 その他財源の内訳

分担金 0 

本年度決算額 6,322 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 6,322 諸収入 0 

計 6,322 その他 0 

（参考） 評価
結果

虐待防止について、社会的理解を一層高めるための啓発活動を行うとともに、関係機関と連携しながら子育て相談の増加を図り、
児童虐待の未然防止、早期発見並びに必要な支援を行っていく。前年度決算額 5,380 
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